
３．積立金及び目的積立金の取り崩しを財源とする費用、減価償却費、損益外減価償却相当額、損益外減損損失相当額、損益外利息費用相当額、損益外除売却差額相当額、引当外賞与増加見積額及び
引当外退職給付増加見積額の各セグメント別の金額は以下のとおりです。 （単位：千円）

区 分 学部・研究科 医学部附属病院 乾燥地研究セン
ター

教育研究支援セ
ンター 附 属 学 校 事 務 局 小 計 法 人 共 通 合 計

前中期目標期間繰越積立金取崩額及
び目的積立金取崩額

` 32¶873 ` ` ` ` 32¶873 ` 32¶873

減 価 償 却 費 510¶242 2¶003¶989 103¶684 350¶146 20¶064 37¶926 3¶026¶053 ` 3¶026¶053

損 益 外 減 価 償 却 相 当 額 700¶695 40¶931 70¶069 350¶764 20¶479 72¶691 1¶255¶633 ` 1¶255¶633

損 益 外 減 損 損 失 相 当 額 ` ` ` ` ` 6¶899 6¶899 ` 6¶899

損 益 外 利 息 費 用 相 当 額 � 288 5 ` 120 ` 436 275 ` 275

損 益 外 除 売 却 差 額 相 当 額 � 17 ` 9 2¶282 112 4 2¶391 ` 2¶391

引 当 外 賞 与 増 加 見 積 額 � 45¶354 3¶521 � 1¶250 � 5¶002 302 � 4¶865 � 52¶647 ` � 52¶647

引 当 外 退 職 給 付 増 加 見 積 額 � 320¶239 � 124¶501 � 53¶357 � 26¶556 34¶674 � 148¶364 � 638¶346 ` � 638¶346

４．「医学部附属病院」における運営費交付金収益は、附属病院に関する国が予算積算した運営費交付金を収益化した場合と比べ、－578¶622千円の差異があります。これは、学内予算により全学経費
として－100¶947千円を国の予算措置額から控除したこと、資産取得により資産見返運営費交付金へ465¶566千円を振替したこと、人件費を勤務の実態に応じて配分する取扱いから、医学部附属病院
帰属教員の医学部勤務に伴う人件費相当額82¶106千円を「学部・研究科」に計上するとともに、医学部帰属教員の附属病院勤務に伴う人件費相当額456¶018千円を「医学部附属病院」に計上したこと、
業務達成基準適用事業に充当した運営費交付金債務386¶060千円を翌事業年度へ繰越したことによるものです。

L̃ 寄附金の明細 （単位：千円）

区 分 当期受入額 件 数 摘 要

学 部 ・ 研 究 科 474¶602
(件)

681 うち現物寄附 97¶739千円(171件)

医 学 部 附 属 病 院 59¶621 86 〃 14¶503千円(９件)

乾燥地研究センター 4¶405 12 〃 2¶395千円(６件)

教育研究支援センター 21¶496 400 〃 4¶046千円(387件)

附 属 学 校 12¶515 8

C̃ 受託研究の明細 （単位：千円）

区 分 期 首 残 高 当期受入額 受託研究等収益 期 末 残 高

学 部 ・ 研 究 科 19¶166 365¶529 338¶862 45¶833

医 学 部 附 属 病 院 44¶278 85¶966 86¶234 44¶010

事 務 局 19¶001 8

合 計 591¶642 1¶195

注記事項
１．現物寄附は、費用処理している寄附物品（少額物品）41¶035千円を含みます。
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注記事項
１．セグメントの区分は、以下に示す業務区分により整理しており、各セグメントに配賦しなかったものは「法人共通」に計上しています。
{ 教育研究を業務とする「学部・研究科」
| 診療を業務とする「医学部附属病院」
} 全国共同利用施設として研究に特化することを業務とする「乾燥地研究センター」
~ 教育研究支援を業務とする「教育研究支援センター」
� 小・中・特別支援学校、幼稚園の初等中等教育を業務とする「附属学校」
� 管理運営を業務とする「事務局」
２．帰属資産のうち、その他無形固定資産（234千円）、現金及び預金（6¶664¶383千円）、投資有価証券（600¶976千円）を「法人共通」に計上しています。
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